
 

 

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 

 

（省令で定める基準単位数を満たす単位分科目のみ抜粋） 

 

 

 

学校名：学校法人三幸学園 札幌ビューティーアート専門学校 

 

 

学科名：美容研究科 

 

 

 
 

 

  

授業科目名 単位数 

美容知識Ⅰ‐Ⅰ ２ 

コンテストヘアⅠ １ 

コンテストヘアⅡ １ 

合計 ４ 

 



美容研究科‐1 年‐美容知識Ⅰ‐Ⅰ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 講義 科目名 美容知識Ⅰ‐Ⅰ 

必修選択 選択 （学則表記） 美容知識Ⅰ‐Ⅰ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 美容研究科 2 30 

使用教材 衛生管理１ 衛生管理２ 出版社 
公益財団法人 

理容師美容師試験研修センター 

科目の基礎情報② 

授業のねらい 美容師国家試験筆記試験課題の「衛生管理」の正しい知識を身につける。 

到達目標 美容師国家試験筆記試験合格基準を目指す。 

評価基準 テスト 30％ 小テスト 20％ 提出物 20％ 授業態度 30％ 

認定条件 
出席が総時間数の３分２以上ある者 

成績評価が２以上の者 

関連資格 美容師国家試験 

関連科目 美容知識Ⅰ・美容知識Ⅱ・美容知識Ⅲ・美容知識Ⅳ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 河合 静香 実務経験 ○ 

実務内容 看護師として消化器内科・血液内科等で勤務し、その後、生理学・皮膚学・衛生管理の講師として専門学校に勤務 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 

オリエンテーション 

1 編 公衆衛生 

1 章 公衆衛生の概要 

美容師免許を所得する上での必要性、取得までの流れ 

筆記試験の問題形式・問題数・問題傾向の説明 

「公衆衛生の意義と課題」「公衆衛生発展の歴史」「理容師・美容師と公衆衛生」「保健所と理容

業・美容業」の復習 

2 
1 編 公衆衛生 

2 章 保健➀ 
「母子保健」「成人・高齢者保健」➀の復習 

3 
1 編 公衆衛生 

2 章 保健② 
「成人・高齢者保健」②「精神保健」の復習 

4 

1 編のまとめ 

2 編 環境衛生 

1 章 環境衛生➀ 

単元テストを実施➞振り返り・解説 

「環境衛生の概要」「空気環境」の復習 



美容研究科‐1 年‐美容知識Ⅰ‐Ⅰ 

 

5 
2 編 環境衛生 

1 章 環境衛生② 
「衣服・住居の衛生」「上下水道と廃棄物」の復習 

6 
2 編 環境衛生 

2 章 環境衛生➂ 
「衛生害虫とネズミ」「環境保全」の復習 

7 

2 編のまとめ 

3 編 感染症 

1 章 感染症の総論➀ 

単元テストを実施➞振り返り・解説 

「人と感染症」の復習 

8 
3 編 感染症 

1 章 感染症の総論② 
「病原微生物」の復習 

9 

感染症の総論➀のまとめ 

3 編 感染症 

1 章 感染症の総論➂ 

感染症の総論➀ 単元テストを実施➞振り返り・解説 

「感染症の予防」の復習 

10 

感染症の総論②のまとめ 

3 編 感染症 

2 章 感染症の各論➀ 

感染症の総論② 単元テストを実施➞振り返り・解説 

「空気・飛沫を介して感染する感染症」の復習 

11 
3 編 感染症 

2 章 感染症の各論② 

「飲食物を介して感染する感染症」の復習 

「血液等を介して感染する感染症」の復習 

12 
3 編 感染症 

2 章 感染症の各論➂ 

「動物・節足動物を介して感染する感染症」の復習 

「具体的な対策の例」の復習 

13 
感染症の各論のまとめ 

3 編の総まとめ 

感染症の各論 単元テストを実施➞振り返り・解説 

3 編の総まとめを実施する 

14 テスト テストを実施する 

15 総合授業 テストを返却➞振り返り・解説 

 



美容研究科‐1 年‐コンテストヘアⅠ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 演習 科目名 コンテストヘアⅠ 

必修選択 選択 （学則表記） コンテストヘアⅠ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 美容研究科 1 30 

使用教材 美容技術理論Ⅰ 出版社 教育センター 

科目の基礎情報② 

授業のねらい ・美容の楽しさ、奥深さを学ぶ 

到達目標 ・ヘアアレンジの基礎を身に付ける 

評価基準 テスト 40％ 提出物 30％ 授業態度 30％ 

認定条件 ・出席が総時間数の 3 分の 2 以上ある者 ・成績評価が 2 以上の者 

関連資格 美容師国家資格（実技） 

関連科目 美容技術理論Ⅰ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 三谷綾佳他 実務経験 ○ 

実務内容 ヘアメイク事務所所属、スチール撮影・ムービー撮影・ブライダルヘアメイク・ショーメイク等 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 アレンジ基礎 自己紹介 道具の確認 

2 アレンジ基礎 ウィッグを使った基礎 ピニング 

3 アレンジ基礎 アイロン 編み込み 

4 アレンジ基礎 アイロン 編み込み 

5 アレンジ基礎 アイロン 編み込み 

6 アレンジ基礎 アイロン 編み込み 
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7 まとめ ウィッグを使った基礎スタイル 

8 テスト予備日 ウィッグを使った基礎スタイル 

9 アレンジ応用 ウィッグを使ったパーティーセット 

10 アレンジ応用 ウィッグを使ったパーティーセット 

11 アレンジ応用 ウィッグを使ったパーティーセット 

12 アレンジ応用 人頭でのパーティーセット 

13 アレンジ応用 人頭でのパーティーセット 

14 アレンジ応用 人頭でのパーティーセット 

15 まとめ 人頭でのパーティーセット 

 



美容研究科‐1 年‐コンテストヘアⅡ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 演習 科目名 コンテストヘアⅡ 

必修選択 選択 （学則表記） コンテストヘアⅡ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 美容研究科 1 30 

使用教材 美容技術理論Ⅰ 出版社 教育センター 

科目の基礎情報② 

授業のねらい ・美容の楽しさ、奥深さを学ぶ 

到達目標 ・ヘアアレンジの基礎を身に付ける 

評価基準 テスト 40％ 提出物 30％ 授業態度 30％ 

認定条件 ・出席が総時間数の 3 分の 2 以上ある者 ・成績評価が 2 以上の者 

関連資格 美容師国家資格（実技） 

関連科目 美容技術理論Ⅰ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 冨田佳代他 実務経験 ○ 

実務内容 ヘアメイク事務所所属、スチール撮影・ムービー撮影・ブライダルヘアメイク・ショーメイク等 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 テスト予備日 ウィッグを使ったクリエイティブスタイル 

2 アレンジ応用 ウィッグを使ったクリエイティブスタイル 

3 アレンジ応用 ウィッグを使ったクリエイティブスタイル 

4 アレンジ応用 ウィッグを使ったクリエイティブスタイル 

5 テスト ウィッグを使ったクリエイティブスタイル 

6 テスト予備日 ウィッグを使ったクリエイティブスタイル 



美容研究科‐1 年‐コンテストヘアⅡ 

 

7 アレンジ応用 人頭を使ったクリエイティブスタイル 

8 アレンジ応用 人頭を使ったクリエイティブスタイル 

9 アレンジ応用 人頭を使ったクリエイティブスタイル 

10 アレンジ応用 人頭を使ったクリエイティブスタイル 

11 アレンジ応用 人頭を使ったクリエイティブスタイル 

12 テスト 人頭を使ったクリエイティブ撮影 

13 テスト予備日 人頭を使ったクリエイティブ撮影 

14 人頭でのトータル制作 人頭を使ったトータルヘアメイク 

15 人頭でのトータル制作 人頭を使ったトータルヘアメイク 

 


